
裁判手続のIT化の主な内容（検討資料）

e提出
(e-Filing)

e事件管理
(e-Case 
Management)

・主張・証拠への随時オンラインアクセス
・裁判期日をオンラインで調整
・本人・代理人が期日の進捗・進行計画を確認

・主張・証拠をオンライン提出に一本化
・手数料の電子納付・電子決済
・訴訟記録を電子記録に一本化

ｅ法廷
(e-Court)

・ウェブ会議・テレビ会議の導入・拡大
・口頭弁論期日（第１回期日等）の見直し
・争点整理段階におけるＩＴツールの活用

① 現行法下で新たな環境整備により実現可能となるもの
② 法改正により初めて制度的に実現可能となるもの
③ 法改正とともにシステム整備等が併せて必要なもの

資料４
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利用者目線から望まれる裁判ＩＴ化のプロセス（検討資料） 資料４

《フェーズⅠ》現行法の下でのウェブ会議・テレビ会議等の運用

《フェーズⅡ》新法に基づく弁論・争点整理等の運用

《フェーズⅢ》オンラインでの申立て等の運用

検討･準備

検討･準備

検討･準備
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